
◆開会挨拶　FUJITSUファミリ会　2013年度副会長　小島 貞美
◆議長選出
◆総会議事　第１号議案 （2013年度活動報告）

第２号議案 （2013年度会計報告）
第３号議案 （2014年度活動方針）
第４号議案 （2014年度予算）
第５号議案 （2014年度本部役員候補）

◆新会長挨拶　FUJITSUファミリ会 会長　下條 泰利

2014年5月16日（金）、2014年度総会が開かれました。

2014年度活動方針

2014年度本部役員

▲総会風景
◀議長　丹呉 長之輔 氏

　2014 年、FUJITSUファミリ会は設立50 周年という節目の年を迎える。

　そこで、今までの歴史を学びつつ、ICTユーザー会として更なる飛躍

をするために様々な活動を実施する年と考えている。

　ICT環境が多様化している状況のなか、企業においては、さらにICT

を利活用しイノベーションを引き起こすことができる人財創出に積極

的に取り組んでいく姿勢があり、設立以来、異業種交流・人財育成に積

極的に取り組んできたファミリ会に大きな期待がある。

　今年度のファミリ会は、｢日本のICTを支えるユーザー会｣として日本

企業の活力強化について、これまでにも増して貢献していく。特に、本

部と全11支部が一体となった50周年記念イベントの実施や、LS研究会

のスローガンである「Challenging Innovation」に基づく研究会などの

活動、継続テーマである「震災の復興支援」などを実施する。

　質･量ともに国内No1であるICT ユーザー会として、設立以来のスロー

ガンである『 語りあう夢、きそいあう知恵 』のもと、人財育成・事業貢

献の実現・異業種交流など様々な活動を展開し、会員にとって魅力あ

るユーザー会を目指す。

①  「日本のICT を支えるユーザー会」としての活動推進

・会員の課題解決に役立つ活動を推進する。
・グローバル社会に適応できる人財の育成を支援する。
・国内No1のユーザー会として社会へイノベーション提言を行う。

② 地域密着型活動と支部間連携によるファミリ会運営の均質化

・地域特性を活かした支部活動の実施と同時に、支部間交流を通じ活動の均質
　化を図る。

③  震災復興への継続支援

・被災された会員の参加機会の創出と参加促進につながる企画、運営を図る。

④ 最先端ICTの利活用による経営革新へ貢献するための活動の推進

・活動スローガン「Challenging Innovation」のもと、ICTに関する最先端の研究
　活動で積極的果敢に会員相互の研鑚、交流を推進することで、イノベーション
　を実現する。

⑤ 会員のコミュニケーション力強化を支援

・従来の分科会／研究会やグループワークを交えた受講者同士の相互交流を図
　る活動を積極的に実施するだけではなく、ソーシャルネットワーク技術等を利用
　し、時間と距離を越えた会員相互が交流可能なコミュニティ作りを推進する。

＊以上の活動を積極的に広報し、会員だけでなく国内全体における認知、理解度の向上を図る。

役職名などは2014年5月16日時点のものです。
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